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　「あれ、まだやってっど」と、言われる
ようになりたいと話す、岡崎綾香さん。
　中学生のとき、人気歌手の歌に感動し
たことをきっかけに、音楽にのめり込み
ました。高校では、軽音楽部に所属し、
バンド活動を続け、現在は、「ムッチョ」
という名前で、単独で県内外のステージ
に立つ他、トリオとしても活動していま
す。
　また、自ら作詞や作曲も手掛け、ふと
した瞬間に頭に浮かぶ言葉やメロディー
を日々書き留め、自身が目指す音楽と向
き合っています。
　休日を中心に歌手活動を続ける岡崎さ
んは、平日は、栄養士として市内の障害
福祉サービス事業所で働き、利用者の皆
さんに寄り添いながら、菓子パンの製造
や販売をしています。
　施設の利用者と「同じ目線で寄り添う
こと」を心掛ける岡崎さんは、歌手とし
ても、聞く人の「心に寄り添う歌」を届け
たいと、音楽を聞く人、音楽ができる環
境を提供してくれる人たちへの感謝を胸
に、今日も心に響く歌を届けようとステー
ジに立ち続けています。

心に寄り添う歌を届けたい

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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マイ広報紙

岡崎　綾香　さん（高清水９区）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

　９月２６日（土）、　築館地区富野で「これはりの里
古代米稲刈り体験」が行われました。
　この催しは、古代城柵跡として知られる同地区の
国指定史跡伊治城の歴史や当時の暮らしに触れても
らおうと開催されたもので、今年で１０年目を迎え
ます。
　参加した１３人の児童は、石包丁を使い、１つ１
つ丁寧に古代米の稲穂を刈り取り、慣れないながら
も楽しそうに秋の実りを収穫していました。

古代とつながる稲刈り体験

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙



高齢化が進む市では、医療の必要性が高くなっ
ています。また、急な体調不良やけがは、誰に
でも起こり得るものです。
今月は、市内の１１９番通報の現状と、導入
から１年が経過した「Ｌｉｖｅ１１９映像通報シ
ステム」を改めて紹介します。

１１９番通報がより重要になっている
市内では、１日平均で約１０件の１１９番通報があ
ります。年間では、約３,７００件で、火災や救急など、
命に係わる通報に日々対応しています。
市の人口は減少が続いていますが、通報に伴う救急
車や消防車の出場件数は、横ばいが続き、ニーズが高
いままです。

１１９番通報の多様化
一刻を争う救急や火災などの現場では、通報時に

「何がどこで起きているのか」を正確に伝えることが重
要です。一方で、緊迫した状況では、通報者が落ち着
いて情報を説明することが難しい場合もあります。
そこで、必要な情報をより確実に伝えられるよう、
１１９番通報の手段も多様化しています。

●１１９番通報の種類
□Ｌｉｖｅ１１９

令和７年度に導入した通報しながら映像
を送信するシステムです。スマートフォンを
使い、誰でも必要な情報を映像で伝えるこ
とができ、素早く適切な対応につながります。

□電話
一般的な通報手段

□ＮＥＴ１１９
聴覚や発話に不安のある人がＷｅｂアプ
リケーションで通報します。利用には事前
登録が必要です。

□ＦＡＸ１１９
聴覚や発話に不安のある人がファクスで
通報します。利用には事前登録が必要です。
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１１９番通報の現状

①スマートフォンで１１９番通報をする。
②消防から映像提供依頼を受ける。
③消防から届いたショートメッセージのＵＲＬをタップ
して、撮影を始める。
④消防からの案内に従って対応する。

●利用の流れ

現場の状況を確認するた
め、通信指令センターから
Ｌｉｖｅ１１９による映像
提供を依頼する場合があり
ます。依頼を受けた場合は、
救命や被害軽減のため、ぜ
ひ、協力をお願いします。
また、通報者がスマート
フォンで、Ｌｉｖｅ１１９
の映像送信をすることにつ
いて、理解ください。

●お願い

心臓マッサージなどの応
急手当てを案内された際や
消火器の使い方、喉に物を
詰まらせたときなど、映像
を見ながら適切に対応する
ことができます。

言葉で説明しづらい現場
の状況が映像でリアルに伝
わります。

●こんなときに役立つ

 すが わら けん た

菅原　健太 主査

消防本部警防課通信指令センター

□問消防本部警防課　☎（２２）８５１０

運用から１年を迎えるＬｉｖｅ１１９は、
１１９番通報の際に、スマートフォンで現
場の映像を消防指令センターへ送信できる
ものです。言葉だけでは伝えにくい現場の
状況をより正確に映像で伝えることができ
ます。また、通報した人への応急手当ての
案内や、火災現場の初期消火の指示など素
早い案内に役立てることができます。 Ｌｉｖｅ１１９

運用開始

市ウェブサイト

実際に通報を受ける中で、Ｌｉｖｅ１１９
を導入してから感じる効果を聞きました。

映像が、現場を知る手がかりに
Ｌｉｖｅ１１９は、現場の状況を映像で
確認できるため、より正確な状況把握がで
きます。状況を映像で確認できることは、
急いで現場へ向かう隊員にとって、どのよ
うな準備や対応が必要か判断する材料にな
ります。
また、Ｌｉｖｅ１１９で指令員が消火器
を使った、初期消火の方法を通報者に映像
で伝え、通報者が大きな火災になることを
防いだ事例もありました。指令員と通報者
が現場の状況を共有し、対応できたことが、
被害の軽減につながったと感じています。
一刻を争う現場では、通報者からの情報
が大きな手掛かりになります。
Ｌｉｖｅ１１９などを活用しながら、こ
れからも、通報内容を少しでも早く、確実
に救急や消防活動につなげていきます。

▲撮影時に映像提供中の画面が
　表示されます

正確に早く伝わること。
それが、救命に直結する。

▲ＮＥＴ１１９でウェブ通報 ▲Ｌｉｖｅ１１９で映像送信

ネ ッ ト

フ ァ ク ス

あなたのスマホが
命を救う

Ｌｉｖｅ１１９映像通報システムInterview

～もっと伝わるＬｉｖｅ１１９～
ラ イ ブ

市からのお知らせ 市からのお知らせ

３　　広報くりはら　令和８年１１月１日 広報くりはら　令和８年１１月１日　　２



５　　広報くりはら　令和８年１１月１日 広報くりはら　令和８年１１月１日　　４

まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　９月２０日（日）、栗駒地区の六日町通り商店街
で「みんなでしあわせになるまつり２０２６」が開
催されました。
　この催しは、昭和の雰囲気が残る商店街に、往
年の名車などを展示し、昔の雰囲気を感じてもら
おうと開催されたものです。
　祭りでは、全国から昔懐かしい車８７台やボン
ネットバス７台が集結し、市内外から訪れた約１
万人の来場者は、昭和にタイムスリップしたよう
な懐かしい雰囲気を楽しんでいました。

　９月２０日（日）、若柳ドリーム・パルで「第２
回秋のマルシェ」が開催されました。
　この催しは、わくわくマルシェ実行委員会が主
催したもので、出店を通じて店舗の認知度を向上
させ、人と人とのつながりを生み出すことを目的
に、春と秋に開催されています。
　マルシェでは、ハンドメイド雑貨やキッチン
カーなど５８店舗が出店した他、フラダンス
ショーなども披露され、来場した約２千人が、秋
空の下、思い思いに買い物を楽しんでいました。

　９月２６日（土）、志波姫この花さくや姫プラザ
で「第２回子育て講演会」を開催しました。
　この講演会は、不登校の子どもへの支援や関わ
り方を一緒に考えることを目的に市が主催したも
のです。
　講演では、栗原中央病院の宮野峻輔小児科医が
講師を務め、子どもの心の病気の予防、楽しく過
ごせる環境づくり、登校と自立の支援の重要性を
訴え、市内外から来場した約５０人が、ユーモア
を交えた講演を真剣に聞き入りました。

　９月１４日（月）、市は交通死亡事故ゼロ６カ月
を達成したことから、県警察本部から讃辞が贈ら
れました。
　伝達式で讃辞を受け取った佐藤智市長は「今後
も安全安心な街づくりのため、死亡事故撲滅に取
り組んでいく」と述べ、交通安全への決意を新た
にしました。　
　市は引き続き、関係団体や栗原警察署と連携
し、交通安全の啓発活動を通じて、ルールとマ
ナーを守ることを広く呼びかけていきます。

　９月１７日（木）から２０日（日）にかけて、栗原
文化会館で「第１９回夢玄面友会能面展」が開催さ
れました。
　この展示会は、能面作家の菅原夢玄さん（一迫
中町）が主宰する能面教室の生徒たちで構成する

「夢玄面友会」が主催したものです。
　会場には、菅原さんや生徒が制作した能面５０
点が展示され、訪れた人は、制作者から面の役割
や見方などの説明を受けながら、迫力ある作品の
数々にじっくりと見入っていました。

　今年も９月下旬から１０月上旬にかけて、栗駒
山の紅葉が見頃を迎えました。
　宮城、秋田、岩手の３県にまたがる栗駒山は、
紅葉シーズンになると赤や黄、緑色の葉によって
美しく彩られる様子から、神のじゅうたんとも呼
ばれ全国から、多くの登山客が訪れます。
　今年は、猛暑や台風の影響が少なく、例年に比
べ特に色づきが良かったことから、平日の早朝で
も駐車場が満車になるほどの盛況ぶりとなり、多
くの登山客が一面の紅葉を楽しんでいました。

　９月２６日（土）と２７日（日）、市内各地で「栗
原市中学校新人体育大会」を開催しました。
　この大会は、中学１年生と２年生にとって公式
戦デビューを飾るもので、日頃の練習の成果を競
い合い、９競技で試合が行われました。
　このうち、サッカー競技には、市内中学校から
５チームが出場して１０試合が行われ、素早いド
リブルや鋭いシュートが放たれる白熱した試合展
開に、多くの観客が温かい声援を送り、選手たち
を力強く後押ししていました。

すが  わら   む    げん

みや   の  しゅんすけ

さ   とう さとし

　１０月３日（土）、一迫地区のレストランと宿泊
施設を兼ねた風の沢で、「第１９回くりはら万葉
祭～土と火のまつり～」が開催されました。
 この催しは、ＮＰＯ法人風の沢とタラチネの会
が主催したもので、自然との共生や祈りなどを
テーマに開催されました。
　祭りでは、勇壮に舞う八ツ鹿踊りや来場者が持
ち寄った食材で作る料理の振る舞いが行われた
他、炎に赤く染まる土製のモニュメントが会場を
照らし、会場は幻想的な雰囲気に包まれました。

全国から往年の名車が集結笑顔あふれる秋マルシェ

不登校支援の始めの一歩 ６カ月間死亡事故ゼロ達成能面の世界に触れる栗駒山に神のじゅうたん現る

中学生が公式戦デビュー祈りをテーマに万葉祭開催
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　１０月３日（土）から４日（日）にかけて、岡山県
岡山市の岡山県クレー射撃場で開催された「第２
回安全狩猟射撃全国大会」の個人競技レディース
の部で、千田寿美子さん（金成藤渡戸）が準優勝に
輝きました。
　千田さんは「全国の猟友会員が集まり技術を競
う大会は緊張しました。初めて撃つ射撃会場でし
たが、練習の成果を出せたと思います。準優勝と
いう結果には悔しさもありますが、入賞できてう
れしいです」と語り、受賞を喜びました。

　１０月４日（日）、栗原市相撲場で「第２回みち
のく栗原少年相撲大会」が開催されました。
　この大会は、市出身の時疾風秀喜関に続く力士
を育てることを目的に、時疾風栗原市後援会と栗
原市相撲連盟が主催したものです。
　大会では、県内から集まった小・中学生４４人
が土俵上で熱戦を繰り広げ、一瞬の勝機を逃さな
い真剣な取組が続きました。また、未来の力士た
ちのたくましい姿に、駆けつけた保護者たちの応
援にも熱が入り、大きな声援が送られていました。

　１０月４日（日）、栗原文化会館で「みちのく太
鼓まつり～結～アンコール公演」が開催されまし
た。
　この祭りは、若い世代に太鼓の魅力を感じても
らおうと、太鼓奏者の有志で作る実行委員会が主
催したものです。
　公演では、市内を拠点に活動する５つの太鼓団
体などが、素早いばちさばきで会場に響き渡る迫力
ある演奏を披露すると、観客から大きな拍手が送
られ、奏者と観客の一体感が会場に広がりました。

　１０月８日（木）、栗原文化会館で「栗原歴史講
演会」が開催されました。
　この催しは、栗原の歴史を知ることで、地域に
誇りを持ってもらおうと栗原市郷土史研究会が主
催したものです。
　講演では、仙台市博物館の職員が、江戸時代の
仙台藩主が狩りのため栗原を訪れたときに和歌を
詠み、領民と交流したことなどを解説した他、市
文化財保護課の職員が遺跡を紹介し、参加した約
７０人は、地域の歴史に耳を傾けました。

　退職後は通学路
の見守りや、民生
委員として地域に
貢献しました。昔
の出来事をよく覚
えており、周りの
人に話すと、驚か
れるほどの記憶力
の持ち主です。

ち    ば       し   ろう

　女学校卒業後、
海軍工廠で航空機
の設計に携わり、
戦後は栗原電鉄に
勤め、子どもを育
て上げました。
　現在は、塗り絵
を楽しみ、穏やか
に過ごしています。

　現在は、庭や畑
の草取りが日課で
収穫した野菜を家
族と一緒に食べる
ことが日々の楽し
みです。長寿の秘
訣は、自分のこと
は自分ですること
と語りました。

　結婚後は、専業
主婦として家族を
支えました。若い
頃から、健康なこ
とが自慢です。
　現在は、週２回
のデイサービスを
楽しみに生活して
います。

　若い頃から、手
先が器用で、編み
物や裁縫が得意な
鈴木さん。気さく
な性格で、長寿の
秘訣は、好き嫌い
なく、ご飯を食べ
ることと語られま
した。

ゆ    さ                     こ

高橋 きみ子 さん
（若柳三田鳥）

たか  はし                    こ すが わら すず   き

千葉 四郎 さん
（若柳福岡）

遊佐 けい子 さん
（瀬峰瀬嶺）

鈴木 ちよみ さん
（栗駒四日町）

　１１月７日（土）から１０日（火）にかけて、埼玉
県内で開催される「第３８回全国健康福祉祭埼玉
大会ねんりんピック彩の国さいたま２０２６」に、
市内から７人の選手が出場します。

伊藤 一彦 さん
（志波姫南）

い   とう    かず ひこ

ペタンク

佐藤 幸雄 さん
（志波姫南）

さ   とう    ゆき   お

佐々木 かよ子 さん
（志波姫橋本）

さ  さ  き               こ

鈴木 昌幸 さん
（若柳下在）

すず   き     まさ ゆき

剣道

佐藤 和弘 さん
（築館西町）

さ   とう    かず ひろ

サッカー

三橋 秀悦 さん
（築館佐野）

みつ はし  しゅうえつ

千葉 やす子 さん
（志波姫南）

ち   ば                  こ

ひ   けつ                                                         ひ

けつ

こうしょう

　１０月３日（土）、栗駒山麓ジオパークビジター
センターで「栗原苔フェスティバル２０２６」が開
催されました。
　この催しは、コケを地域活性化につなげようと
実行委員会が主催し、今回で８回目となります。
　会場を訪れた約千人は、コケ生産者などが展示
販売する園芸作品を買い求めた他、ガラス容器に
コケを植えて小さな自然の風景を楽しむテラリウ
ム作りを体験するなど、コケの魅力を感じなが
ら、イベントを楽しんでいました。

こけ

　原 ちや さん
（栗駒栗原根岸）

ち     だ     す     み     こ

とき    はやて    ひで   き   ぜき

千田さんが射撃で全国準優勝

少年力士はっけよい 力強い太鼓が鳴り響く

栗原の歴史を知る

大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆け抜け、思いを紡いで１世紀。
１００歳の誕生日を迎えた５人を紹介します。

長寿１００歳
おめでとうございます

ねんりんピック彩の国さいたま２０２６出場

コケの魅力を発信
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬ

　１０月１日（木）から３日（土）にかけて、瀬峰公民
館を会場に「せみね合宿通学」を開催しました。
　この取り組みは、通学しながら２泊３日の共同生
活を体験し、子どもの自主性や協調性を養うもの
で、今年で２３回目を迎えます。
　今年は、瀬峰小学校に通う４～６年生の児童１８
人が参加しました。児童たちは学校から戻ると、協

力しながら揚げ
物やハンバーグ
などの調理に挑
戦し、自分たち
で作った料理を
囲みながら、に
ぎやかな夕食を
楽しみました。

　１０月４日（日）、金成地区のけやき会館で「第４７
回金成芸能発表会」が開催されました。
　この催しは、金成芸術文化協会が主催したもの
で、地域の人が伝統芸能や習い事の成果を発表する
場として、長年親しまれています。
　発表会では、大正琴や舞踊、東北各地の民謡など
が披露された他、金成小中学校の生徒による軽快

なリズムの吹奏
楽も演奏され、
会場を訪れた約
２００人の観客
は、手拍子を合
わせるなど、ス
テージ発表を楽
しんでいました。

　１０月２日（金）、栗駒総合支所の玄関前花壇で、
コケの植え替え作業が行われました。
　この取り組みは、栗駒総合支所を訪れる人にコケ
の魅力を知ってもらおうと、コケの産地化に取り組
む文字苔っこの会が行ったものです。
　作業に当たった文字苔っこの会の３人は、日本苔
技術協会の会長から、植え方のコツや冬場の管理ポ

イントなどの技
術指導を受けな
がら、丁寧にウ
マスギゴケを植
え、花壇にしっ
かりと定着する
ことを願ってい
ました。

　９月３０日（水）、花山公民館で「お茶っこしなが
ら花山昔話」が開催されました。
　この催しは、気軽に交流する機会を設け、次世代
へ地域の歴史を伝えようと、一般社団法人はなやま
ネットワークが主催したものです。
 催しでは、花山地区に暮らして９０年以上になる
三浦清男さん（花山山内）が語り部を務め、花山地区

の昔の暮らしや
出来事を語りま
した。また、参
加者はお茶を片
手に、昔の暮ら
しに思いをはせ
ながら、交流を
楽しみました。

　１０月６日（火）、一迫幼稚園の３～５歳児が「サ
ツマイモ掘り」を行いました。
　この催しは、園児たちに食べ物に関心を持っても
らおうと、食育の一環として毎年この時期に開催し
ています。
　参加した園児約７０人は、新みやぎ農業協同組合
栗っこ女性部一迫支部の会員６人から掘り方の指

導を受けた後、
さっそく掘り始
め、サツマイモ
を 掘 り 出 す と

「見て見て」とう
れしそうに声を
上げ、収穫を喜
びました。

※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

親の新常識１００
親野 智可等 著、くぼ あやこ イラスト　グラフィック社
　子育てと教育の常識をアップデートし
よう！「大人扱いしたほうが順調に反抗
期を通過する」「学校は選択肢のひとつに
過ぎない」など、子育てをラクに楽しく
して、子どものためになる１００の新常
識を紹介する。

つくる！はこぶ！おこめをとどけるのりものたち
はっとり ひろき 作　福音館書店

　コンバイン、フォークリフト、トラク
ター、田植機…。お米を作って、お米を
運ぶ。お米作りの流れを丁寧に追いなが
ら、各所で活躍するのりものたちを、現
役整備士の著者がわかりやすく描く。

おや の    ち  か  ら

築館高等学校
　８月に、弁論大会と築高祭を開催しました。旧築館高等
学校時代から受け継がれる長谷川杯争奪弁論大会では、１
～２年生のクラス代表が熱弁を振るいました。上位２人
は、県大会に出場します。また、築高祭の一般公開の日
は、生徒一人一人がおもてなしの気持ちで、約６００人の
来場者を迎えました。
　これからは、体育祭などの大きな行事に向き合うと共に、
３年生はいよいよ進路達成に向けた大事な時期を迎えます。
一迫商業キャンパス情報ビジネス科
　１０月の石楠花祭や、１１月のスポーツフェスティバル
など、大きな行事が続きます。令和９年度は、一迫商業高
等学校の生徒が卒業し、築館高等学校一迫商業キャンパス
の生徒のみが在籍することになります。７月と１０月に開
催したオープンキャンパスには、多くの中学生が参加しま
した。今後、合同で芸術鑑賞会や修学旅行など、来年度に
向けて生徒同士が交流する機会の多い行事が続きます。

▲築高祭の校内発表

▲スポーツフェスティバル

今年も活気に満ちています

築館高等学校
ウェブサイト

一迫商業キャンパス
ウェブサイト

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

「栗原市シルバー人材センター作品展」
期 間　１１月５日（木）～２６日（木）

●手づくり絵本教室
　世界に１つだけのオリジナル絵本を
作ってみませんか。
日時　１２月６日（日）
　　　午前９時～午後３時
場所　栗原市立図書館
内容　自分で考えた物語やイラストを

描き、絵本を制作します。
定員　１０人（先着順）

※小学校低学年以下は保護者同伴
申し込み　１１月４日（水）から市立図

書館に来館または、電話で
申し込みください。

み   うら  きよ   お

こけ

しゃく  な     げ

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

力を合わせて合宿通学

歌と踊りで地域を彩る

コケの魅力でお出迎え

お茶っこしながら昔話し

一迫幼稚園で秋の味覚を収穫

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ



みんなの健康
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みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

９月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。 「かむ」動作が持つ役割
毎日の食事で行う「かむ」とい
う動作。実は食べ物を細かくし
て飲み込みやすくするだけでは
なく、唾液を出したり、口の周
りの筋肉を動かしたりと、口の
健康を保つために大切な役割を
担っています。
オーラルフレイルのサイン
年齢を重ねるにつれて、かむ
力や飲み込む力が徐々に低下す
ることを「オーラルフレイル」と

言います。次のような症状は、
口の機能が低下しているサイン
です。
□歯の本数が減少している
□お茶などでむせやすい
□口の渇きが気になる
□滑舌が悪くなった
オーラルフレイルの予防と改善
口の機能の維持と改善に日頃
から次のことを意識すると効果
的です。
□定期的な歯科受診

□歯間ブラシやデンタルフロス
を含めた日頃の歯みがき

□口の体操やマッサージ
□たくさん会話をする
□ひと口につき３０回を目安に
かむ

□歯ごたえのある食材を取り入
れる
いつまでも自分の口でおいし
く食事を楽しむために、しっか
りと「かむ」ことを意識してみま
せんか。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

■＋休日急患診療当番医・調剤薬局 □問市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０

―

―

―

―

―

■＋夜間の救急対応 □問医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

11/1
（　）日

文化の日

3
（　）火

8
（　）日

15
（　）日

22
（　）日

勤労感謝の日

23
（　）月

29
（　）日

伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066
若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316
日野外科内科
［築館］☎（22）2005
石橋病院
［若柳］☎（32）2583
高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005
阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929
岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881
一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122
栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511
栗原市立瀬峰診療所
［瀬峰］☎（38）3121
萩野診療所
［金成］☎（44）2005
平田内科
［栗駒］☎（45）2126
日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

すがわら歯科医院
［栗駒］☎（45）1930

太宰歯科医院
［栗駒］☎（45）1265

しぶや薬局
［築館］☎（21）2888
サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530
薬師調剤薬局
［築館］☎（21）2555
恵薬局
［若柳］☎（32）6375
せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178
阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929
上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614
一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122
さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566
さくら薬局 瀬峰店
［瀬峰］☎（59）2051
ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586
平田内科（院内）
［栗駒］☎（45）2126
志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

（　　　）築　館
佐々木 蘭さん
 さ さ き らん

（　　　）築　館
三浦 爽乃さん
 み うら そ の

（　　　）築　館
三　 創太さん
 みつ づか そう た

（　　　）若　柳
大槻 歩希さん
 おお つき ほ まれ

（　　　）若　柳
鹿野 楓真さん
 か の ふう ま

（　　　）若　柳
菅原 にこさん
 すが わら

（　　　）若　柳
菅原 はなさん
 すが わら

（　　　）鶯　沢
小野 さくらさん
 お の

（　　　）金　成
田中 那奈さん
 た なか な な

（　　　）志波姫
佐藤 つむぎさん
 さ とう 

※了解を得た人のみ掲載しています。

いつまでもおいしく食べるために

かんで守る口の健康
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者

高清水小学校　養護教諭　山田 与里

※1人当たりの栄養価 ： 163kcal、たんぱく質2.7ｇ、塩分0.7ｇ

見て・触れて・楽しむ食育
やま   だ       よ    り

里芋のバターしょうゆソテー

さ   とう                   こ

　７月２２日（水）と２３日（木）の２日間、小学３～６年生を対
象にサマースクールを開催しました。
　児童が「学ぶって楽しい」と感じることを願い、講師に各分野
のスペシャリストや地域ボランティアを迎え、児童は多様な人
たちと関わり、考え、挑戦し、普段とは一味違った学びを深め
ました。また、講師との交流から、発見や新たな興味が生ま
れ、達成感から満面の笑みがこぼれていました。
　同時開催で、１～２年生は、栗原市家庭支援チームによる、
割り箸飛行機などの工作に取り組みました。夢中になって制作
し、どうしたら飛距離が伸びるか、アドバイスをもらいながら
考え、各学年共に、楽しい夏のひとときを過ごしました。

学ぶって、楽しい
地域とつながるサマースクール

１０月と１１月生まれの誕生会

　９月１７日（木）に栗駒と鶯沢子育て支援センター合同で、触れ合い
遊びをしました。楽しく、温かい講師の声掛けで、親子でゆっくり触
れ合い、参加した保護者から「忙しい日常の中で、子どもと１対１で
しっかり向き合って遊ぶ良い時間だった」などの感想が聞かれ、参加
者の笑顔があふれるひとときとなりました。

食生活改善推進員 鶯沢分会  佐藤 とも子

●１０月と１１月生まれの誕生会
　築　館　　５日（木）　午前１０時３０分
　若　柳　１９日（木）　午前１０時３０分
　栗　駒　１３日（金）　午前１０時３０分　　９日（月）
　瀬　峰　１１日（水）　午前１１時　　　　　５日（木）
　鶯　沢　２６日（木）　午前１０時３０分　　１９日（木）
　金　成　１９日（木）　午前１０時３０分　　１６日（月）
　志波姫　１９日（木）　午前１０時３０分　　１３日（金）
●リトミックをしよう
　高清水　１２日（木）　午前１０時３０分　　１０日（火）
●親子講座 親子でほのぼのミュージック
　一　迫　１９日（木）　午前１０時３０分　　１０日（火）

申
申
申
申
申

申

申

ポイント サトイモに、焦げ目を付けることでカリっとした食感が楽しめます。

１１月

掲載以外にも開催
している行事が
あります。

子育て

市ウェブサイト

触れ合い遊び
栗駒子育て支援センタ－

　高清水小学校は、児童が自発的に食への関心を高められるよ
う、校内に「食育コーナー」を設けています。掲示物には、視覚
的な工夫や、体験型の仕掛けがあり、休み時間には児童たち自
ら食の学びを深めています。
　給食週間は、世界の給食をテーマにした掲示でした。地図を
見て、自分が興味を持った給食の国が、どこにあるのかを探
し、日本と近い国や、遠く離れた国の食文化に触れることがで
きました。そして、おいしくて栄養バランスの良い、自分たち
の給食の素晴らしさに気付けたようです。
　また、前日の給食の写真とレプリカを見比べる、給食間違い
探しは、給食週間が過ぎても「違う問題に挑戦したい」と、何度
も追加問題を求められるほど盛り上がりました。

❶

❷

❸

❹

サトイモは皮をむいて一口大に切る。耐熱
皿に並べ、ラップをかけ、６００ワットの
電子レンジで４分程度、竹串が通るまで加
熱する。
パプリカは、種を取り、長さ５～６センチ
メートル、幅５ミリメートルに切る。
６００ワットの電子レンジで１分加熱する。
フライパンにサラダ油を中火で熱し、①を
加えて焼き色がつくまで転がしながら加熱
する。Ａを加え、さっと炒め合わせ、器に
盛る。上から白ごま、青のりを振る。
汁の残ったフライパンに②を加えさっと炒
め、③に添える。

つくり方材料（４人分）
サトイモ
 500g（中10個）
赤パプリカ
 1/2個（約80g）
サラダ油 大さじ2
　　減塩しょう油
 大さじ1.5
　　バター 10g
青のり 適宜
白ごま 適宜

Ａ

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手
洗いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防
止対策をしっかり
と行い、みんなで
元気に支援セン
ターへ遊びに来て
ください。

家庭児童相談室
　育児・家庭環境・虐待など、家庭相談員
が電話や面接で相談に応じます。
●日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前８時３０分～午後 5時１５分
●場所　市役所１階
　　　　市民生活部こども家庭センター
　　　　☎（２２）２３６０

　築館子育て支援センターは、１１月
５日（木）に「１０月と１１月生まれの
誕生会」を開催します。誕生カードの
プレゼントや、楽しい出し物を用意し
ています。市内どこの地区からでも参
加できます。ぜひ、参加してください。

記号の説明 申込期限申 場 場所

子育て支援センター
【利用時間】月～金曜日 午前９時～午後５時
　　　　　土曜日（交代制） 午前９時～午後５時

※土曜日に利用できるセンターは、毎月変わります。

●１１月の土曜日に利用ができるセンター

●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

瀬峰小学校

ア ル バ ム
思い出の

市内にお住まいの人なら、どの
センターでも利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に
遊びに来てください。

センター名 利用可能日 休業日
高清水 　７日（土）
一　迫 １４日（土） 　９日（月）

　２日（月）
センター名 利用可能日 休業日
鶯　沢 ２８日（土） ２４日（火）
若　柳 １２月５日（土）１１月３０日（月）

瀬　峰 ２１日（土） １６日（月）
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11 月
202６年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

１ 日（日）

２ 日（月）

３ 日（火）

４ 日（水）

５ 日（木）

６ 日（金）

７ 日（土）

８ 日（日）

９ 日（月）

１０ 日（火）

１１ 日（水）

１2 日（木）

13 日（金）

14 日（土）

15 日（日）

16 日（月）

17 日（火）

18 日（水）

19 日（木）

20 日（金）

21 日（土）

22 日（日）

23 日（月）

24 日（火）

25 日（水）

26 日（木）

27 日（金）

28 日（土）

29 日（日）

30 日（月）

セミネ飛行場まつり2026 10：00～15：00 栗原瀬峰飛行場 栗原「セミネ飛行場まつり」
実行委員会 （24）7123

くりはら秋の窯元フェス 10：00～16：00 3日まで
最終日は15：00まで 萩野酒造株式会社〔金成〕 （一社）くりはらツーリズムネットワーク

090（4889）5310

若柳ウインド・オーケストラ
第19回定期演奏会 13：30～ 若柳ドリーム・パル 若柳ウインド・オーケストラ

090（1068）1923

第53回くりこま文化祭 9：00～16：00 みちのく伝創館 栗駒芸術文化協会 髙橋
090（9639）6320

くりはら文化劇場
～ひとり芝居「劇励」～ 13：30～ 若柳ドリーム・パル 社会教育課

（42）3514

薬師まつり 9：00～ 築館総合支所前他 つきだて薬師まつり実行
委員会 （22）1114

キッズアスリート教室 19：00～20：30
13日、20日も開催 若柳公民館 わかやなぎスポーツクラブ

090（8922）1847

いきいき学園登米・栗原校
切り絵の会作品展

8：30～21：30
23日まで 市民活動支援センター いきいき学園登米・栗原校

切り絵の会 （56）2234

花山ふれあい文化祭（展示部門） 13：00～15：00 （4日）
10：00～15：00 （5日～9日）
最終日は12：00まで

花山公民館 花山ふれあい文化祭実行
委員会 （56）2651

花山ふれあい文化祭（芸能部門） 9：45～12：30 花山公民館 花山ふれあい文化祭実行
委員会 （56）2651

つきだて朝市 6：30～7：30
15日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

第51回築館文化芸術祭 10：00～16：00 8日まで
最終日は15：00まで 栗原文化会館 築館文化芸術協会 佐藤

（22）1602

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：0011日（水）、 25日（水）

11：00～12：007日（土）、 21日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0018日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日

10：30～11：3021日（土）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45かんたん筋トレストレッチ教室 毎週金曜日栗駒総合体育館

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

くりでん乗車会 10：00～15：30 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

地域をつなぐ明るい社会講演会 10：00～12：00 志波姫この花さくや姫プラザ 栗原地区更生保護女性会
090（6685）3156

13：00～16：00（19日）
9：00～16：00（20日・21日）
9：00～12：00（22日）

高清水生涯学習まつり作品展 高清水総合支所 高清水生涯学習まつり実行委員会 
080（5567）8901

10：00～16：00 18日まで
(最終日は15：00まで)第38回栗原市美術展 栗原文化会館 栗原文化会館 

（23）1234

10：00～11：30親子で体操教室 若柳公民館 わかやなぎスポーツクラブ 
090（8922）1847

10：00～12：00子ども虐待予防のための市民講演会 志波姫この花さくや姫プラザ 市民生活部こども家庭センター 
（22）2360

10：30～
23日も開催花山新そば祭り 道の駅路田里 はなやま 自然薯の館 

（56）2265

10：00～
23日も開催湖畔のみせ旬彩 いわな祭り 湖畔のみせ　旬彩〔花山〕 花山農山村交流センター 

（43）5111

10：00～14：00高清水生涯学習まつり芸能祭 高清水総合支所 高清水生涯学習まつり実行委員会 
090（2977）9301

10：30～栗原市表彰式 栗原文化会館 総務課 
（22）1122

13：30～15：30みみサポサロン 栗原文化会館 県視聴覚障害者センター 
022（393）5501

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429瀬峰公民館

オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン
〔志波姫〕

オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

13：30～15：30福祉のしごと面談会
～介護就職デイ～in 栗原 若柳ドリーム・パル ハローワーク築館 

（22）2531イン

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ「アクア」 13：30～15：30 オレンジカフェ「アクア」
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談
栗原市メンタルヘルス相談 ６日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 13日（金）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 9日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 12日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00築館総合支所 10日（火）、 24日（火）

若柳総合支所 19日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 20日（金）築館保健センター

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 27日（金） 20日（金）市役所

20日（金） こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 24日（火）栗原中央病院

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 11日（水）、 28日（土）

こす もす

栗原市精神障がい者
家族連合会 （45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 14日（土）市民活動支援センター

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 6日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 11日（水）

白鳥省吾記念館企画展「栗原で出
会う宮城県図書館の名品・至宝展」

9：00～16：30
令和９年２月28日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

白鳥省吾記念館無料観覧日 9：00～16：30 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館
（23）7967

しろ  とり せい　ご

田んぼダムパネル展示 9：00～16：30
6日まで 一迫総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダムパネル展示 9：00～16：30
12月４日まで開催 瀬峰総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダムパネル展示 9：00～16：30
20日まで 高清水総合支所 農村整備課

（22）1138

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

若柳文化祭 10：00～16：00 8日まで
最終日は15：00まで 若柳ドリーム・パル 若柳芸術協会

（32）3002

心の病を持つ方の家族のための
研修会 13：30～15：00 市民活動支援センター 健康推進課

（22）0370

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512文具・雑貨さるぶん〔栗駒〕

瀬峰文化祭 9：30～15：00 瀬峰農村環境改善センター 瀬峰文化協会 片倉
090（4633）7831

栗原ハーフマラソン2026 9：00～ 栗原市ハーフマラソンコース 社会教育課
（42）3514

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター  ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 若柳総合支所

※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

築館

築館

築館

勤労感謝
の日

文化の日

若柳・イオン・志波姫小

瀬峰総・高清水総

築館・若柳・栗駒

若柳・イオン・志波姫小

瀬峰総・高清水総

鶯沢総・鶯沢小

鶯沢総・鶯沢小
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込
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限

□
試
験
日
　
12
月
５
日（
土
）

□
申
込
期
限
　
11
月
27
日（
金
）

●
試
験
会
場
　
栗
原
中
央
病
院
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接
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数
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度

□
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験
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格
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□
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工
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年
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●
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院
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で
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す
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書
に
必
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上
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問
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合
わ
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申
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い
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●
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日

※
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す
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ま
す
。

奨
学
金
返
還
資
金
貸
付
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年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
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検
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師
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床
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学
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支
援
機
構
な

ど
か
ら
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
人

は
、
市
の
奨
学
金
返
還
資
金
貸
付

制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
一
定
期
間

栗
原
市
立
病
院
な
ど
で
正
規
職
員

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
で
、
貸
付

額
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
瞬
時
に

伝
達
す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ‐

ア
ラ
ー
ト
）」の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
11
日（
水
）

午
前
11
時
ご
ろ

●
試
験
内
容
　
国
か
ら
配
信
さ
れ

た
緊
急
情
報
を
受
信
し
、
防
災

行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
て
、

試
験
用
の
放
送
を
市
内
一
斉
に

流
し
ま
す
。

※

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
午
前
10

時
に
事
前
告
知
放
送
を
行
い
ま
す
。

※

災
害
の
発
生
状
況
、
気
象
状
況
に
よ

り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

安
全
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
応
援

　
一
般
社
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
自
治
会
な
ど
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
促
進
の
た
め

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成

の
対
象
は
、
地
域
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
必
要
な
備
品
で
す
。

　
今
年
度
は
、
一
迫
地
区
の
滝
野

会
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山麓のめぐみ」
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、イタリアの伝統と栗原の食材を融合させ
た、エポカ２１の「カッサータ」を紹介します。

●栗駒山を望むレストラン
　エポカ２１は、ＪＲくりこま
高原駅に隣接する複合施設で、
市を訪れる観光客やビジネス利
用者を迎える地域の交流拠点で
す。最上階の５階にあるレスト
ランＢ＆Ｊキッチンは、栗原産
の豊かな農産物を生かした料理
やスイーツづくりに力を入れて
おり、食を通じて栗原の魅力を
発信しています。
　また、一面に広がる田園風景
を望めるここからの景色はとて
も気持ちが良く、晴れていれば
栗駒山も望めます。
　Ｂ＆Ｊキッチンでは、これま
で「くりはら産 彩り野菜de はっ
と グラタン」や「くりはら野菜
の味噌ピザ」が栗駒山麓のめぐ
み商品に認定されています。そ
して、新たに「カッサータ」が仲
間入りしました。

●異国の伝統と栗原の融合
　今回、認定された「カッサー
タ」は、イタリアのシチリア島
発祥の伝統的なスイーツで、
チーズや生クリームにナッツや
フルーツを混ぜ、冷やし固めた
アイスケーキです。
　エポカ２１オリジナルのカッ
サータの特徴は、栗原産の食材
をふんだんに使用していること
です。フルーツの代わりに、市
内で生産されたズッキーニやト
マト、パプリカなどの夏野菜、
さらにサツマイモやレンコンな
ど季節に応じた旬の野菜を使用
しています。また、生地に、市
を代表するブランド米のひとめ
ぼれを練り込んでおり、お米の
優しい風味が野菜の味を引き立
てます。
　栗駒山を望みながら、栗原の
恵みをぜひ、堪能してください。

　市を流れる３つの迫川に着目し、川の基本的な働き、
迫川にまつわる稲作や文化などを紹介します。日本各地
で発生した豪雨災害を含め、改めて川や水害について考
える機会にしてみませんか。ぜひ、お越しください。

●日時　１２月２８日（月）まで
　　　　午前９時～午後５時
　　　　※毎週火曜日は休館（火曜日が祝日の場合は、翌平日が休館）
　　　　※１２月は、午後４時まで
●場所　栗駒山麓ジオパークビジターセンター
●費用　無料

企画展「川と私たちのくらし～三つの迫川がもたらすめぐみと災い～」

▲新しく認定した「カッサータ」

▲５階から栗駒山を望むレストラン

エポカ２１　Ｂ＆Ｊキッチン
栗原市志波姫新熊谷２７９番地２
営業時間
ランチタイム　午前１１時～午後２時３０分
ディナータイム　午後５時～午後９時
定休日　第 3 水曜日
☎（２３）００２１

　
栗
駒
地
区
桜
田
に
あ
る
山
神
社

（
櫻
田
山
神
社
）は
、
二
迫
川
の
右

岸
に
沿
っ
て
南
東
に
広
が
る
高
台

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
神
社
に
あ
る
拝
殿
は
、
昭

和
61
年（
１
９
８
６
年
）10
月
に
旧

栗
駒
町
の
指
定
有
形
文
化
財
と

な
っ
て
か
ら
、
今
年
で
40
年
を
迎

え
ま
し
た
。
拝
殿
の
詳
し
い
建
築

年
代
は
不
明
で
す
が
、
寛
政
３
年

（
１
７
９
１
年
）８
月
12
日
修
造
の

棟
札
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前

の
建
築
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

拝
殿
の
屋
根
は
、
も
と
も
と
か
や

ぶ
き
で
し
た
が
、
銅
板
一
文
字
ぶ

き
を
経
て
、
現
在
の
瓦
風
銅
板
ぶ

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
神
社
の
創
建
年
代
や
由
来
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
明
和

９
年（
１
７
７
２
年
）に
書
か
れ
た

仙
台
藩
が
編
集
し
た
地
誌
の
封
内

風
土
記
に
よ
る
と
、
武
烈
天
皇
に

仕
え
た
鹿
野
掃
部
之
祐
が
亡
き
天

皇
を
し
の
ぶ
旅
の
途
中
で
栗
駒
山

の
荘
厳
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
山
麓
に

神
社
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

参
拝
が
困
難
な
た
め
に
栗
駒
地
区

桜
田
に
場
所
を
移
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
主
祭
神
に
は
小
長
谷
若
雀
命

（
武
烈
天
皇
）が
祭
ら
れ
、
主
祭
神

に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
と
し
て
応
神

天
皇
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
神
社
は
、
近
年
発
生
し
た
地

震
や
暴
風
な
ど
で
拝
殿
や
鳥
居
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
た

び
に
地
域
の
人
を
中
心
と
す
る
多

く
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
修
復

さ
れ
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
長
い
歴
史
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
文
化
財
で
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５▲山神社（櫻田山神社）

                                     

ぶ   

れ
つ

か    

の    

か   

も
ん   

の  

す
け

お
は
つ
せ
わ
か
さ
ざ
き
の
み
こ
と

                               

お
う 

じ
ん

山
神
社（
櫻
田
山
神
社
）

255 市
内
の
文
化
財
散
策

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　（
建
造
物
）

指
　定
　日
　
昭
和
61
年
10
月
24
日

所
　在
　地
　
栗
駒
桜
田
山
神
下
１
０
６

120

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

▲整備した防災活動用の発電機



市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228
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令
和
７
年
度
決
算
報
告

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
た
税

金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

の
財
源
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
が
４
７
１
億
２
０
８

１
万
円
、
歳
出
が
４
５
５
億
９
４

３
９
万
円
、
差
し
引
き
15
億
２
６

４
２
万
円
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
財
源

４
億
３
０
５
１
万
円
を
差
し
引
い

て
、
実
質
収
支
で
10
億
９
５
９
１

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

る
と
５
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
４

７
１
億
２
０
８
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
で
み
る
と
、
市
税

は
全
体
の
16
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
78
億
１
１
９
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
３
億
５
８
８
４
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、全
体
の
40
パ
ー

セ
ン
ト
に
当
た
る
１
８
８
億
５
１

６
４
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４
億

６
７
４
万
円
の
増
額
と
な
り
、
国

庫
支
出
金
は
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
補
助
金
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
負
担
金
な
ど
の
増
に

よ
り
、
５
億
６
４
１
９
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

債
は
、（
仮
称
）栗
原
東
大
橋
道
路

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
３
億
８
１
０
０
万
円
多
い
30

億
６
２
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
５
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
４
５

５
億
９
４
３
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
目
的
別
に
見
る
と
、
衛
生
費
が

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
維
持
補
修
事

業
な
ど
に
よ
り
９
億
３
２
１
１
万

円
の
増
額
、
商
工
費
が
生
活
応
援

商
品
券
補
助
事
業
な
ど
に
よ
り
２

億
４
４
４
３
万
円
の
増
額
、
土
木

費
が（
仮
称
）栗
原
東
大
橋
道
路
整

備
事
業
な
ど
に
よ
り
３
億
４
５
１

５
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
消
防
費
が
防
災
行
政
無

線
設
備（
中
継
局
）更
新
事
業
の
完

了
に
よ
り
７
９
４
７
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

｠

性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
が

令
和
７
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

給
与
改
定
な
ど
に
よ
り
、
４
億
８

９
５
７
万
円
の
増
額
、
普
通
建
設

事
業
が
若
柳
小
学
校
大
規
模
改
修

事
業
な
ど
に
よ
り
６
億
７
９
７
９

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
扶
助
費
が
定
額
減
税
に
伴

う
調
整
給
付
金
事
業
の
完
了
な
ど

に
よ
り
２
億
５
９
８
９
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
適

正
で
有
効
的
に
活
用
し
た
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　健全化判断比率は、自治体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化などを判断する指標です。市は、い
ずれも基準をクリアしていますが、特に物価高騰などの影響で財政調整基金をはじめとした基金残高が減少した
ことから、将来負担比率が５８.３パーセント（前年度比２８.５ポイント増）となっています。
　基準は、全国共通の財政状況を判断するための法定基準に照らし合わせたもので、市の財政運営上の問題の有
無について総合的に判断し、より健全な財政運営に努めていきます。

※１基準を１つでも超えると、財政健全化計画の策定、外部監査、議会への報告・公表などさまざまな財政健全化策を実施することになります。
※２基準を１つでも超えると、財政破綻の状態と判断されます。財政再生計画の策定など国による指導、勧告、承認を受けないと財政執行できません。

収益的収支
　企業の経営活
動に伴って発生
する全ての収益
と費用

資本的収支
　建物・施設の
建設といった支
出の効果が次年
度以降に及ぶも
のや、企業債の
元金償還などの
費用と、その財
源となる収入

依存財源
69.4％

自主財源
30.6％

　　公債費
　50億3,439万円

（11.0％）
　普通建設事業

53億1,241万円
（11.7％）

その他の経費
43.7％

義務的経費
44.3％

　投資・出資・貸付金
 17億4,507万円（3.8％）

　災害復旧事業
　1億3,273万円（0.3％）

　維持補修費
　7億9,979万円
（1.8％）

　消防費
　18億5,565万円
（4.1％）

教育費
53億9,322万円

（11.8％）
補助費等

56億2,533万円
（12.3％）

物件費
75億7,235万円

（16.6％）

　軽自動車税
　2億9,850万円
（3.8%）

　たばこ税
　4億8,598万円（6.3%）

　入湯税
　1,727万円（0.2％）

公債費
50億3,440万円

（11.0％）人件費
94億8,469万円

（20.8％）

民生費
117億8,493万円

（25.9％）

市民税
28億703万円
（36.0%）

固定資産税
41億9,241万円

（53.7%）

市税
78億119万円
（16.6%）

地方交付税
188億5,164万円

（40.0%）

国庫支出金
56億5,539万円

（12.0%）

衛生費
60億1,128万円

（13.2％）

土木費
43億8,178万円

（9.6％）

総務費
60億7,434万円

（13.3％）

　農林水産業費
　27億2,884万円（6.0％）

　労働費
　6,259万円（0.1％）

　議会費
　2億4,854万円（0.6％）

　災害復旧費
　1億3,205万円
（0.3％）

一般会計 歳出　455億9,439万円 一般会計 歳入　471億2,081万円

　商工費
　18億8,677万円（4.1％）

　繰出金
34億5,838万円
（7.6％） 　使用料及び手数料

　5億5,809万円（1.2％）

　繰越金
　15億3,540万円（3.3％）

　その他
　45億526万円（9.5％）

　地方譲与税・交付金
　27億4,341万円（5.8％）

扶助費
57億221万円
（12.5％）

市債
30億6,240万円（6.5％）

県支出金
24億803万円

（5.1％）

　積立金
　7億2,704万円
（1.6％）

投資的経費
12.0％

投資的経費
12.0％

　繰出金
34億5,838万円

（7.6％）

令和７年度  決 算 報 告

● 令和７年度決算に基づく健全化判断比率
歳入決算額  　

471億2,081万円
75億7,535万円

107億2,173万円
11億8,337万円
2億7,158万円

22億1,022万円
8億3,449万円

24億3,604万円
14億9,122万円
76億7,180万円
15億　883万円

歳出決算額  　
455億9,439万円
74億9,885万円

105億7,433万円
11億5,868万円
2億5,136万円

23億9,623万円
18億2,499万円
24億7,963万円
22億8,312万円
91億　743万円
16億　226万円

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

　　　 会　計　名  
　　　 一 般 会 計  
国民健康保険 
介護保険 
後期高齢者医療 
診療所

水道事業

下水道事業

病院事業

特
別
会
計

企
業
会
計

差　引　額  　
15億2,642万円

7,650万円
1億4,740万円

2,469万円
2,022万円

△ 1億8,601万円
△ 9億9,050万円

△ 4,359万円
△ 7億9,190万円

△ 14億3,563万円
△ 9,343万円

総務部財政課 ☎（２2）１１１５性質別 目的別 市税内訳

● 会計別決算状況

　　 
指標名

 
 
実質赤字比率 
連結実質赤字比率 
実質公債費比率 
将来負担比率 
資金不足比率

　　　　　　　　　 
内　　　容

一般会計の赤字額の割合
一般会計・特別会計・企業会計を合計した赤字の割合
年間の借金返済額の割合
将来負担が見込まれる借金の割合
企業会計の経営状態の悪化の割合

令和７年度

赤字なし
赤字なし

　8.6
58.3

7.5（病院事業）

　基準値（令和７年度）
早期健全化基準 ※１

11.95  　
16.95  　
25.00  　

350.00  　
20.00  　

財政再生基準 ※２

20.00 　　
30.00 　　
35.00 　　

―　　　
―　　　

（単位：％）
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11
月
を
迎
え
た
伊
豆
沼
、
内

沼
で
は
、マ
ガ
ン
の
飛
来
が
ピ
ー

ク
と
な
り
、
朝
夕
に
は
、
群
れ

で
、
沼
の
水
面
や
周
辺
の
田
ん

ぼ
で
羽
を
休
め
る
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
早
い
９
月

10
日
に
、
28
羽
の
マ
ガ
ン
の
初

飛
来
が
確
認
さ
れ
、
観
測
史
上

最
も
早
い
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
旅
を
経
て
栗
原
へ
や
っ
て

来
る
こ
と
に
、
自
然
の
営
み
の

雄
大
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
、
マ
ガ
ン
の
群
れ
が
一

斉
に
羽
ば
た
き
、
整
然
と
列
を

な
し
て
空
を
飛
ぶ
姿
を
目
に
す

る
と
、
そ
の
壮
大
な
光
景
に
心

を
奪
わ
れ
る
と
共
に
、
毎
年
変

わ
ら
ず
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
れ
は
身
近
な
風

景
で
す
が
、
遠
く
か
ら
こ
の
景

色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
観
光
客

や
愛
鳥
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
栗
原
な
ら
で
は
の
貴
重
な

光
景
で
す
。

　
マ
ガ
ン
た
ち
が
安
心
し
て
羽

を
休
め
ら
れ
る
こ
の
環
境
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
長
年
に
わ
た

り
、
清
掃
活
動
な
ど
を
通
じ
て

伊
豆
沼
、
内
沼
の
環
境
を
守
っ

て
き
た
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
マ
ガ
ン
の
飛
来
を
通
し
て
、

改
め
て
栗
原
の
自
然
が
持
つ
魅

力
を
感
じ
る
季
節
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
美
し
い
風
景
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
栗
原
の
魅

力
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

栗
原
市
表
彰
式
を
開
催

　
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
を
表

彰
し
ま
す
。
観
覧
は
、誰
で
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
23
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜

※

午
前
９
時
30
分
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

移
住
定
住
を
応
援

さ
ざ
ほ
ざ
交
流
会
開
催

　
移
住
者
や
移
住
を
検
討
中
の
人
、

市
内
へ
の
移
住
を
応
援
す
る
地
域

の
人
た
ち
が
集
う
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
16
日（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
所
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ

ザ
浦
島（
築
館
地
区
）

●
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
人
や

市
内
へ
の
移
住
を
応
援
す
る
人
、

移
住
検
討
中
の
人

●
定
員
　
60
人

●
費
用

　
□
大
人
　
　
　
　
　
　
５
千
円

　
□
中
学
生
　
　
　
３
５
０
０
円

　
□
小
学
生
　
　
　
　
　
３
千
円

　
□
３
歳
〜
未
就
学
児

　
1
5
0
0
円

●
申
し
込
み
　
12
月
10
日（
木
）ま

で
に
問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付

け
の
申
込
書
　
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
提
出

　
す
る
か
、移
住
定
住
サ
イ
ト「
き

　
て
み
ら
い
ん
く
ら
し
た
い
栗
原
」

　
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
移
住
定
住
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
1
３

４
市
町
合
同
婚
活

イ
ベ
ン
ト

　
栗
原
市
、
登
米
市
、
岩
手
県
一

関
市
、
平
泉
町
の
４
市
町
で
一
関

市
、
平
泉
町
を
巡
る
２
日
間
の
婚

活
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

□
12
月
12
日（
土
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
６
時
30
分

□
12
月
13
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※

２
日
間
と
も
参
加
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
　
25
〜
45
歳
の
独
身
の
人

※

男
性
は
、
栗
原
市
、
登
米
市
、
岩
手

県
一
関
市
、
平
泉
町
の
い
ず
れ
か
に

居
住
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

●
定
員
　
男
女
各
25
人

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
参
加
費
　
　
　
　
　
１
万
千
円

※

飲
食
代
を
含
み
ま
す
。

※

宿
泊
の
場
合
は
、
別
途
宿
泊
費
が
か

か
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
12
月
２
日（
水
）ま

で
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
Ｉ
ト
ラ
ベ
ル
」か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

啓
発
週
間

　
11
月
10
日（
火
）か
ら
16
日（
月
）

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発

週
間
で
す
。
お
酒
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
豊
か
さ
や
潤
い
を
与
え
る

一
方
、
過
度
の
飲
酒
は
、
心
や
身

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
飲
ん
だ
お
酒

が
体
内
で
分
解
さ
れ
る
ま
で
の
目

安
時
間
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ウ
ェ

ブ
ツ
ー
ル「
ア
ル
コ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

マ
ガ
ン
が
舞
う
、
栗
原
の
風
景

▲朝焼けの空を飛ぶマガン

●
決
算
審
査
期
間
　
６
月
２
日（
火
）

　
か
ら
８
月
24
日（
月
）ま
で
、
藤

野
修
一
監
査
委
員
と
伊
藤
郁
也

監
査
委
員
、
高
橋
勝
男
監
査
委

員
が
審
査
を
行
い
、
９
月
３
日

　（
木
）に
市
長
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

●
審
査
結
果
　
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
事
業
会
計
の
決
算
と
基

金
の
運
用
状
況
な
ど
を
審
査
し

た
結
果
、
決
算
書
な
ど
の
計
数

は
正
確
で
、
そ
の
内
容
や
予
算

執
行
状
況
も
適
正
で
妥
当
と
認

め
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金

運
用
状
況
　
令
和
７
年
度
は
、

第
２
次
栗
原
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
４
年
目
と
し
て
、

幅
広
い
分
野
で
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
新
規
事
業
と
し
て
、
保
健
福

祉
分
野
で
は
、
高
齢
者
補
聴
器

購
入
助
成
事
業
や
妊
婦
の
た
め

の
支
援
事
業
に
よ
り
、
社
会
交

流
の
促
進
や
フ
レ
イ
ル
予
防
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
図
ら
れ
、

産
業
経
済
分
野
で
は
、
園
芸
用

機
械
導
入
支
援
事
業
に
よ
り
、

農
業
者
の
経
営
基
盤
の
強
化
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消

防
防
災
分
野
で
は
、
通
信
指
令

セ
ン
タ
ー
指
令
装
置
の
更
新
に

よ
り
、
1
1
9
番
通
報
へ
の
対

応
力
と
情
報
収
集
能
力
の
向
上

が
図
ら
れ
、
教
育
文
化
分
野
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
確
保

や
体
育
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
安

全
で
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
対
策
で

は
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

全
市
民
へ
の
商
品
券
配
布
、
水

道
料
金
の
減
免
、
子
育
て
世
帯

や
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
金
の

支
給
な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活

の
下
支
え
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
財
政
面
で
は
、
有
利
な
地
方

債
や
基
金
を
活
用
し
、
費
用
対

効
果
等
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
質
赤
字

比
率
や
連
結
実
質
赤
字
比
率
が

赤
字
な
し
で
推
移
す
る
な
ど
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
健
全

な
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
将
来

負
担
比
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
　
今
後
は
、
人
口
減
少
に
よ
る

税
収
の
減
少
に
加
え
、
義
務
的

経
費
や
公
共
施
設
の
維
持
補
修

費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
く
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着

実
に
推
進
し
て
、
既
存
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を

図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造

を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
　
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
地

域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原

の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計
　
配
水
管
路
の

耐
震
化
や
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

更
新
な
ど
、
施
設
整
備
を
進
め

る
と
共
に
、
日
常
的
な
点
検
や

改
修
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な

水
道
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め

の
取
組
が
行
わ
れ
た
一
方
、
経

常
収
支
比
率
は
1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
を
下
回
る
な
ど
、
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
　
今
後
も
給
水
人
口
減
少
を
見

据
え
、
未
収
金
対
策
や
有
収
率

向
上
に
取
り
組
む
と
共
に
、
計

画
的
な
施
設
更
新
や
統
廃
合
等

に
よ
る
経
費
縮
減
を
進
め
、
健

全
な
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
水
道
は
、
市
民
生
活
に
お
け

る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
栗
原
市
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
に
基
づ
き
、
良
質

　
な
水
の
安
定
供
給
に
向
け
、一
層

　
の
経
営
基
盤
強
化
を
望
み
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計
　
水
洗
化
率

が
向
上
し
た
一
方
、
下
水
道
使

用
料
収
益
の
減
少
に
よ
り
、
純

損
失
を
計
上
す
る
な
ど
、
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
　
今
後
も
下
水
道
未
接
続
世
帯

へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
水
洗

化
率
の
向
上
と
未
収
金
対
策
に

よ
る
収
益
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
施
設

の
更
新
費
用
の
増
大
に
備
え
、

施
設
全
体
の
管
理
を
最
適
化
す

る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
下
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
、
健
全
な
事
業
経

営
に
努
め
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

●
病
院
事
業
会
計
　
第
四
次
経
営

健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、
急
性

期
・
救
急
、
在
宅
医
療
、
慢
性

期
医
療
を
担
い
、
機
能
分
化
を

進
め
な
が
ら
、
自
治
体
病
院
と

し
て
良
質
な
地
域
医
療
の
提
供

と
経
営
改
善
の
取
組
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
一
方
、
患
者
数
の
減
少
に
よ

り
診
療
収
益
が
減
少
し
、
多
額

の
純
損
失
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

未
処
理
欠
損
金
は
1
2
7
億
円

余
に
達
し
、
資
金
不
足
比
率
は
、

平
成
20
年
度
の
算
定
開
始
以
来
、

　
初
め
て
7・
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

　
り
ま
し
た
。
現
在
の
経
営
状
況

が
続
け
ば
、
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
経
営
健
全
化
計
画
の
策
定

が
必
要
と
な
る
経
営
健
全
化
基

準
に
達
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
医
業
収
益
の
改
善
は
、
喫
緊

の
課
題
で
す
。
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
質
の
高

い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

健
全
経
営
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
み
ま
す
。

※

意
見
書
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ

　
の
し
ゅ
う 

い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
　
と
う  

い
く
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か  

は
し  

か
つ
　
お

　
地
方
自
治
法
と
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ
り
、
市
の
監
査
委

員
が
、
令
和
７
年
度
の
決
算
書
や
関
係
資
料
な
ど
を
確
認
し
、
予
算

が
適
正
で
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、
会
計
処
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
審
査
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
事
務
局
　
☎（
42
）１
１
２
０

令
和
７
年
度
決
算
審
査
意
見
書

▲監査委員が市長に意見書を提出

移住定住サイト
「きてみらいん
くらしたい栗原」

第 14 回
さざほざ交流会

OMIAI トラベル
ウェブサイト

4市町合同婚活

厚生労働省
ウェブサイト

アルコール
ウォッチ
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男
女
共
同
参
画
講
座

●
日
時
　
11
月
24
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
築
館
総
合
支
所

●
内
容

□
講
座
　
あ
な
た
は
L
G
B
T

　
Q
の
人
権
が「
男
女
共
同
参

画
」に
な
ぜ
関
係
す
る
の
か
、

人
に
説
明
で
き
ま
す
か
？

□
講
師
　
早
稲
田
大
学
総
合
人

文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　次
席

　
研
究
員
　
大
森
　駿
之
介
　氏

●
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
、

勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
定
員
　
50
人

●
申
し
込
み
　
11
月
17
日（
火
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

kyodo@
kuriharacity.jp

 1１
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

　
国
は
、
毎
年
11
月
を「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」と
し
、
体
罰

に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、

自
身
が
出
産
や
子
育
て
な
ど
に
悩

ん
だ
と
き
に
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
標
語
　
１
８
９
　
気
づ
い
た
あ

な
た
に
　
で
き
る
こ
と

●
児
童
虐
待
に
関
す
る
連
絡
、
相
談
先

□
市
民
生
活
部
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
　
☎（
22
）２
３
６
０

□
宮
城
県
北
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
９（
22
）０
０
３
０

□
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

　
ヤ
ル
　☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

子
ど
も
虐
待
予
防
の
た
め
の
市
民

講
演
会

●
日
時
　
11
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

※

午
前
９
時
30
分
開
場

●
場
所
　
こ
の
花
さ
く
や
姫
プ
ラ
ザ

●
演
題　
「
わ
が
子
を
理
解
し
、
自

　
分
も
ラ
ク
に
な
る
子
育
て
」〜
子

　
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
自
分

が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
た
め
に
〜

●
講
師
　
個
育
て
コ
ー
チ
ン
グ
協

会
　
西
城
　あ
や
　氏

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

　
市
民
生
活
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
　
　
　
☎（
22
）２
３
６
０

エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

を
助
成

●
対
象
者
　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳

以
上
の
み
の
世
帯
で
、
自
宅

に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

□
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
で
あ
る
こ
と

□
世
帯
員
全
員
が
市
税
な
ど
を

　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
　な
ど

●
助
成
内
容
　
市
内
の
店
舗
で
購

入
し
た
新
品
の
エ
ア
コ
ン
本
体

の
購
入
費
用
と
、
配
送
料
、
設

置
、
工
事
費

●
助
成
金
額
　
　
　
上
限
10
万
円

※

補
助
上
限
額
と
補
助
対
象
経
費
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額

●
申
し
込
み
　
11
月
30
日（
月
）ま

で
問
い
合
わ
せ
先
に
事
前
申
請

書
　
と
見
積
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

事
前
申
込
書
類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

補
助
対
象
外
。

※

先
着
順
で
、
予
算
に
達
し
次
第
終
了
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
で
す
か

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
毎

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
市
が
委
託
し
て
い
る
動
物
病
院

で
予
防
注
射
を
受
け
る
場
合

　
　
次
の
動
物
病
院
に
予
約
の
上
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
Ｒ
動
物
病
院（
築
館
薬
師
）

☎（
22
）１
１
９
９

□
い
と
う
動
物
病
院（
築
館
伊
豆
）

☎（
23
）７
０
４
２

□
く
り
こ
ま
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

　（
築
館
宮
野
中
央
）

☎（
22
）７
９
１
１

□
さ
た
け
家
畜
医
院（
栗
駒
中
野
）

☎（
45
）５
５
１
３

□
せ
み
ね
動
物
病
院（
瀬
峰
藤
田
）

☎（
59
）２
５
３
０

□
大
江
動
物
病
院（
金
成
小
迫
）

☎（
42
）１
１
７
３

●
費
用

□
新
規
登
録
料
　
　
　
３
千
円

※

登
録
し
て
い
な
い
犬
の
み

□
注
射
料
金
　
　
３
６
０
０
円

※

注
射
済
票
交
付
手
数
料
含
む

※

そ
の
他
、
診
察
代
な
ど
が
掛
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
持
参
す
る
物
　
鑑
札

※

登
録
し
て
い
る
犬
の
み

●
そ
の
他
の
動
物
病
院
で
予
防
注

射
を
受
け
る
場
合

　
　
動
物
病
院
が
発
行
す
る
狂
犬

病
予
防
注
射
済
証
明
書
を
持
参

　
し
、各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
費
用
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

※

注
射
料
金
は
病
院
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
注
意
事
項
　
予
防
注
射
後
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
の
副
反

応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
注
射
後
に
異
常
が
見
ら
れ

た
場
合
は
、
予
防
注
射
を
受
け

た
動
物
病
院
に
速
や
か
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
６

　
全
国
か
ら
千
人
を
超
え
る
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
沿
道
か
ら
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
８
日（
日
）

□
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　午
前
９
時

□
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
親
子
ペ
ア

　
午
前
９
時
25
分

□
ハ
ー
フ
　
午
前
10
時

□
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
午
前
10
時
20
分

□
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
午
前
10
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス（
若
柳
中
学
校
前
ス

タ
ー
ト
）

※

当
日
は
、
午
後
１
時
頃
ま
で
コ
ー
ス

周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

栗
原
地
方
青
年
文
化
祭

●
日
時
　
12
月
６
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
場
所
　
み
ち
の
く
伝
創
館

●
内
容

□
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
青
少

年
に
よ
る
発
表
、
展
示

□
飲
食
や
物
産
品
の
販
売

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

 11
月
と
 12
月
は
県
税
・

市
町
村
税
の
宮
城
一
斉

滞
納
整
理
強
化
月
間

　
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、

教
育
、
社
会
福
祉
、
公
共
施
設
の

整
備
や
維
持
管
理
、警
察
、消
防
な

ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
、
暮

ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
県
と
市
は
、
税
金
を
公
平
に
納

め
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
と
12
月

を
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
徴
収
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

宮
城
県
市
町
村
合
同
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売

　
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
動

産
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
売
し
ま
す
。

●
期
間

□
せ
り
　
令
和
９
年
２
月
２
日

（
火
）午
後
１
時
〜
４
日（
木
）

　
午
後
11
時
ま
で

□
入
札
　
令
和
９
年
２
月
２
日

（
火
）午
後
１
時
〜
９
日（
火
）

　
午
後
１
時
ま
で

●
入
札
参
加
申
込
期
間
　
令
和
９

年
１
月
７
日（
木
）午
後
１
時
〜

25
日（
月
）午
後
11
時

※

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※

詳
し
く
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

　
宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所
栗
原

地
域
事
務
所

☎（
22
）２
１
２
４

　
宮
城
県
総
務
部
税
務
課

　　　☎
０
２
２（
211
）２
３
２
6

令
和
９
年
版

み
や
ぎ
手
帳
の
販
売

●
期
間
　
12
月
７
日（
月
）ま
で

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
価
格
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

●
販
売
場
所
　
市
政
情
報
課
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

栗
原
市
美
術
展

●
日
時
　
11
月
13
日（
金
）〜
18
日

　（
水
）　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
市
内
を
拠
点
に
活
動
す

る
、
高
校
生
以
上
の
絵
画
愛
好

者
の
作
品
展
示

　
栗
原
文
化
会
館☎（

23
）１
２
３
４

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
月
）か
ら
15
日（
日
）

は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で

す
。
寒
さ
が
増
す
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
火
を
使
う
暖
房
器
具
の
使

用
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
は
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
市
内
の
火
災
発
生
状
況
　
今
年

は
、
９
月
30
日
ま
で
に
、
市
内

で
、
20
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

□
建
物
火
災
　
　
　
　
　
12
件

□
林
野
火
災
　
　
　
　
　
３
件

□
車
両
火
災
　
　
　
　
　
２
件

□
そ
の
他
の
火
災
　
　
　
３
件

防
火
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品
決
定

　
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集

し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
に
、
計
93
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、

火
災
予
防
運
動
の
防
火
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

く
り
で
ん
星
空
列
車

　
若
柳
駅
に
停
車
す
る
く
り
で
ん

車
両
Ｍ
１
５
３
に
乗
車
し
、
窓
一

面
に
投
影
さ
れ
る
幻
想
的
な
星
空

を
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
21
日（
土
）〜
22
日

　（
日
）　
午
後
５
時
20
分
〜
８
時

　
※
20
分
お
き
に
全
９
回
運
行

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
定
員
　
各
回
20
人

●
費
用
　
５
０
０
円

●
申
し
込
み
　
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

ド
リ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ

　
市
内
外
で
活
動
す
る
音
楽
サ
ー

ク
ル
の
活
動
発
表
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
13
日（
日
）正
午
〜

※
午
前
11
時
30
分
開
場

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
入
場
料
　
全
席
自
由
５
０
０
円

※

チ
ケ
ッ
ト
は
11
月
７
日（
土
）か
ら
若
柳

ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
で
販
売
。

※

チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

くりでん
ミュージアム

▲最優秀賞　若柳中学校２年
　高橋　楓　さん（若柳三田鳥）

たかはし  かえで

ＫＳＩ官公庁
オークション

さ
い
じ
ょ
う

お
お 

も
り
　
し
ゅ
ん
　
の
　
す
け

い
ち 

は
や
　く

▲最優秀賞　栗駒小学校５年
　伊　　希　さん（栗駒馬場）

い  とう  のぞむ
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放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画（
第
２

期
）案
の
意
見
募
集

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め「
栗

原
市
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画（
第

２
期
）」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

提
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
計
画
期
間
　
令
和
９
年
度
〜
令

和
14
年
度

●
閲
覧
場
所

　
□
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
室

　
□
各
総
合
支
所

※

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

●
募
集
期
間
　
11
月
11
日（
水
）〜

30
日（
月
）

●
応
募
方
法
　
閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
の
様
式
　
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
提
出
ま
た
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

窓
口
の
提
出
は
、土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
室

☎（
22
）１
１
２
６

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
１
３

　
　
　system_info@kuriharacity.jp

定
期
救
命
講
習

●
日
時
　
11
月
29
日（
日
）  

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
消
防
庁
舎

●
内
容
　
応
急
手
当
の
必
要
性
や
、

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
の
使
い

方
、
止
血
方
法
や
の
ど
を
詰
ま

ら
せ
た
と
き
の
処
置
方
法
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習

●
対
象
　
市
内
に
居
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

●
定
員
　
10
人
　
※
先
着
順

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
込
期
間
　
11
月
２
日（
月
）〜

24
日（
火
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
応
急
手
当
講
習
受

講
申
請
書
　
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

上
級
救
命
講
習

●
日
時
　
12
月
13
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
消
防
庁
舎

●
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D

の
使
用
方
法
、
気
道
異
物
の
除

去
、
止
血
方
法
な
ど

●
対
象
　
市
内
に
居
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

●
定
員
　
10
人
　
※
先
着
順

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
込
期
間
　
11
月
16
日（
月
）〜

12
月
４
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
応
急
手
当
講
習
受

講
申
請
書
　
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

就
学
援
助
費（
入
学
前
）

支
給
事
業

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
児
童
の
保
護
者
に
、
就
学
援
助

費
の
う
ち「
新
入
学
用
品
費
」を
入

学
前
に
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

令
和
９
年
度
に
小
学
校
や
義
務

教
育
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の

保
護
者
で
、
生
活
保
護
に
準
じ

る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
人

●
受
付
期
限
　
11
月
30
日（
月
）

※

受
付
期
限
以
降
は
、
令
和
９
年
度
の

就
学
援
助
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
ま

　
た
は
、各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

　
ス
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
令

和
７
年
分
の
収
入
額
が
確
認
で

き
る
資
料
な
ど
を
添
え
て
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
２

令
和
９
年
度
納
税
通
知

書
用
封
筒
広
告
募
集

●
広
告
掲
載
期
間
　
令
和
９
年
４

月
１
日
〜
令
和
10
年
３
月
31
日

●
広
告
の
仕
様
　
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
用
封
筒

□
広
告
枠
の
規
格
　
封
筒
裏
面

縦
60
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
横
１

９
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

※
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
は
、協
議
の
上
決
定

●
売
却
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札

●
広
告
掲
載
要
件
　
栗
原
市
広
告

事
業
実
施
要
綱
、
栗
原
市
広
告

事
業
実
施
基
準
に
よ
る

●
最
低
売
却
価
格（
広
告
掲
載
金
額
）

２
万
円（
税
抜
き
）

●
入
札
参
加
資
格
　
市
内
に
本
社

　（
本
店
）が
あ
る
こ
と

●
申
込
期
間
　
11
月
４
日（
水
）〜

13
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
申
込
書
類
　
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
入
札
日
時
　
11
月
24
日（
火
）

　
午
前
10
時

●
入
札
場
所
　
市
役
所

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

交
通
安
全
指
導
員
募
集

●
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳

か
ら
70
歳
ま
で
の
健
康
な
人

●
職
務
内
容
　
街
頭
や
各
種
行
事

で
の
交
通
指
導
、
各
小
・
中
学

校
な
ど
で
の
安
全
指
導

●
謝
礼

□
年
額
　
10
万
８
０
０
円
〜

□
出
動
　
出
動
す
る
ご
と
に
支

給
し
ま
す
。

　
　
１
回
１
５
０
０
円
〜
５
千
円

※

出
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
に
、
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
18
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
10
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
10
戸

●
申
し
込
み
　
応
募
条
件
な
ど
を

問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
の
上
、

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年９月末現在、（　）は前月比

●　58,129人（△85）
　 男：28,429人（△43）  女：29,700人（△42）

●　24,589世帯（△1）
● 12人 ● 93人
● 75人 ● 79人

 11月30 日（月）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

後期高齢者医療保険料（第５期）
市民生活部健康推進課  ☎（２２）0370

固定資産税（第４期）

国民健康保険税（第７期）
総務部税務課  ☎（２２）1121

※企業版ふるさと納税は、産業
　戦略課に問い合わせください。

総務部管財課 ☎（２２）１１１６
産業経済部産業戦略課
　　　　　　 ☎（２２）１220 一金   　　3百万円

一金  　　1千万円
9月  8日（火）
9月30日（水）

企業版ふるさと納税

一金   　６６,４０９円
一金　133,591円

一金  　56,670円

9月  1日（火）
9月  1日（火）

9月11日（金）

●仙北信用組合　様
●宮城県信用組合協会　様
●特定非営利活動法人くりはら活性化ネット　様

一般寄付

お
わ
び
と
訂
正

　
10
月
１
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
い
っ
し
ょ
に
や
っ
ぺ
し
！

　
栗
原
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
事
務
局
の
電
話

　
番
号

正
　
０
９
０（
７
３
２
４
）８
６
３
２

誤
　
０
９
０（
３
１
２
５
）６
２
８
８

●株式会社東北イノアック　様
●株式会社 RS Technologies　様

アールエス　　 テ　ク　ノ　ロ　ジ　ー　ズ
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）の
控
除

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
課
税
所
得
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控

除
の
対
象
は
、
令
和
８
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
間
に
実
際
に
納
め

た
保
険
料
で
す
。
こ
の
期
間
内
の

納
付
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分

や
追
納
分
も
含
ま
れ
る
他
、
自
身

が
支
払
っ
た
ご
家
族
の
保
険
料
も

控
除
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、

控
除
証
明
書
や
領
収
証
書
な
ど
の

保
険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
書
類

が
必
要
で
す
。

　
証
明
書
類
と
な
る「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
発
送
時
期
は
納
付

時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
、
令
和
８

年
１
月
か
ら
９
月
の
間
に
納
付
し

た
人
に
は
11
月
上
旬
頃
、
10
月
か

ら
12
月
の
間
に
納
付
し
た
人
に
は

翌
年
２
月
下
旬
頃
に
届
き
ま
す
。

控
除
証
明
書
は
マ
イ
ナ
ア
プ
リ
か

ら
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

生
活
道
路
の
法
定
速
度

引
き
下
げ

　
９
月
か
ら
中
央
線
や
中
央
分
離

帯
な
ど
が
な
い
生
活
道
路
の
法
定

速
度
が
、
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
引
き
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　
車
を
運
転
す
る
場
合
は
、
法
定

速
度
に
注
意
し
て
走
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　
栗
原
警
察
署
☎（
22
）１
１
０
１

宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、
宮
城
県

最
低
賃
金
が
10
月
か
ら
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

●
時
間
額
　
　
　
　
１
０
９
８
円

　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２（
299
）８
８
４
１

く
り
は
ら
合
同
就
職

面
談
会
2
0
2
６
冬

●
日
時
　
12
月
４
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
内
容
　
12
社
の
人
事
担
当
者
か

ら
、
プ
レ
面
接
形
式
で
仕
事
の

内
容
や
、
職
場
の
雰
囲
気
な
ど

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
の
事
業
所
へ
の
就

職
、
転
職
を
考
え
て
い
る
人

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

履
歴
書
な
ど
の
応
募
書
類
は
不
要
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
築
館

☎（
22
）２
５
３
１

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン

●
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
対
象
　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人

や
聞
こ
え
に
く
い
人
、
そ
の
家

族
な
ど

※

障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
内
容
　

□
参
加
者
交
流
サ
ロ
ン

□
聞
こ
え
に
関
す
る
個
別
相
談

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記（
文
字
通
訳
）、

　
盲
ろ
う
通
訳（
要
事
前
予
約
）あ
り
。

　
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2（

393
）5
5
0
1

地
域
を
つ
な
ぐ
明
る
い

社
会
講
演
会

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
一

環
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
12
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
志
波
姫
こ
の
花
さ
く
や

姫
プ
ラ
ザ

●
内
容
　
宮
城
県
更
生
保
護
女
性

連
盟
参
与 

武
田
美
江
子
氏
に

よ
る
講
話
、
紙
人
形
劇

●
定
員
　
３
５
０
人

　
栗
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

☎
０
９
０（
６
６
８
５
）３
１
５
６

い
き
い
き
学
園
登
米
・

栗
原
校
　切
り
絵
の
会

作
品
展

●
日
時
　
11
月
５
日（
木
）〜
23
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

※
月
曜
日
休
館

　
い
き
い
き
学
園
登
米
・
栗
原
校

切
り
絵
の
会
　
事
務
局
　
狩
野

☎（
56
）２
２
３
４

人
権
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

 in
色
麻

●
日
時
　
11
月
14
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
色
麻
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー（
加
美
郡
色
麻
町
）

●
内
容

□
第
45
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
大
崎
・
栗
原

地
区
大
会
表
彰
式
・
入
賞
作

品
発
表

□
青
空
応
援
団
初
代
団
長
に
よ

る
人
権
講
演
会

　
色
麻
町
町
民
生
活
課

☎
０
２
２
９（
65
）２
１
５
６

幼
児
・
児
童
運
動
能
力

向
上
教
室

　
子
ど
も
の
運
動
能
力
の
基
礎
づ

く
り
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
教
室

●
日
時
　
11
月
６
日（
金
）、
13
日

　（
金
）、
20
日（
金
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
対
象
者
　
小
学
生

●
費
用
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

親
子
で
体
操
教
室

●
日
時
　
11
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
対
象
者
　
幼
稚
園
児
、
保
護
者

●
費
用
　
　
　
　
　
　
3
0
0
円

共
通
事
項

●
場
所
　
若
柳
公
民
館

●
申
し
込
み
　
不
要

　
わ
か
や
な
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
０
９
０（
８
９
２
２
）１
８
４
７

害
虫
駆
除
サ
ー
ビ
ス

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
と
て
も
安

い
蜂
の
巣
駆
除
業
者
を
見
つ
け
駆

除
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な

費
用
を
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
極
端
に
安
い
価
格
を
表
示
す
る

ウ
ェ
ブ
広
告
は
注
意
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

み
や
ぎ
の
女
性
つ
な
が
り

サ
ポ
ー
ト
型
支
援
事
業

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
に
対

し
、
相
談
内
容
に
合
わ
せ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
案
内
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
令
和
９
年
２
月
26

日（
金
）ま
で
の
火
・
木
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

お
お
さ
き
地
域
創
造
研
究
会

※
対
面
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
さ

き
地
域
創
造
研
究
会
　
相
談
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
０（
６
６
８
４
）４
９
７
０

不
当
要
求
等
無
料
出

張
相
談
所
開
設

　
弁
護
士
や
宮
城
県
警
の
警
察
官

な
ど
が
不
当
要
求
に
関
す
る
困
り

ご
と
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
24
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
登
米
市
迫
公
民
館

●
内
容
　
不
当
な
金
銭
要
求
、
債

権
取
り
立
て
、
ヤ
ミ
金
融
、
用

心
棒
料
要
求
、
交
通
事
故
な
ど

へ
の
示
談
介
入
　
な
ど

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
暴
力
団

追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
215
）5
0
5
0

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
借
金
を
抱
え
て
お
悩
み
の
個
人

や
自
営
業
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

※

祝
日
を
除
く

□
午
前
９
時
〜
正
午

□
午
後
１
時
〜
５
時

　
東
北
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談

窓
口
☎
０
２
２（
266
）５
７
０
３

空
き
家
に
関
す
る
無
料
相
談

　
空
き
家
の
整
理
や
管
理
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
連
携
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
栗
原
市
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
　
　
　
☎（
22
）１
９
０
５

イ
ン

た
け   

だ
　 

み
　 

え
　 

こ

日本年金機構
ウェブサイト

社会保険料控除
証 明 書 の 発 行



広報くりはら　令和８年１１月１日　　２８※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

　「あれ、まだやってっど」と、言われる
ようになりたいと話す、岡崎綾香さん。
　中学生のとき、人気歌手の歌に感動し
たことをきっかけに、音楽にのめり込み
ました。高校では、軽音楽部に所属し、
バンド活動を続け、現在は、「ムッチョ」
という名前で、単独で県内外のステージ
に立つ他、トリオとしても活動していま
す。
　また、自ら作詞や作曲も手掛け、ふと
した瞬間に頭に浮かぶ言葉やメロディー
を日々書き留め、自身が目指す音楽と向
き合っています。
　休日を中心に歌手活動を続ける岡崎さ
んは、平日は、栄養士として市内の障害
福祉サービス事業所で働き、利用者の皆
さんに寄り添いながら、菓子パンの製造
や販売をしています。
　施設の利用者と「同じ目線で寄り添う
こと」を心掛ける岡崎さんは、歌手とし
ても、聞く人の「心に寄り添う歌」を届け
たいと、音楽を聞く人、音楽ができる環
境を提供してくれる人たちへの感謝を胸
に、今日も心に響く歌を届けようとステー
ジに立ち続けています。

心に寄り添う歌を届けたい

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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マイ広報紙

岡崎　綾香　さん（高清水９区）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

　９月２６日（土）、　築館地区富野で「これはりの里
古代米稲刈り体験」が行われました。
　この催しは、古代城柵跡として知られる同地区の
国指定史跡伊治城の歴史や当時の暮らしに触れても
らおうと開催されたもので、今年で１０年目を迎え
ます。
　参加した１３人の児童は、石包丁を使い、１つ１
つ丁寧に古代米の稲穂を刈り取り、慣れないながら
も楽しそうに秋の実りを収穫していました。

古代とつながる稲刈り体験

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


